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番
号

業 種
（規模）

発生月

時間帯
事故の型

被災者の職種

年代

1

畜産業

7－1－1

(3名)

1月

16時頃
激突され

作業者

60代

2

3

警備業

１7－2－1

(28名)

2月

7時頃
交通事故

警備員

60代
20代

軽ワゴン車に警備員4人が同乗して移動していたところ、
橋上で対向してきたトラックと正面衝突し、4人の内2人が
死亡、2人が負傷したもの。橋の上の路面は凍結してい
た。

平 成 2 5 年 死 亡 災 害 の 概 要

発 生 状 況

牧場の牛舎において、被災者が雄牛をつないだロープを
柱にくくりつける作業をしていたところ、雄牛が被災者を
突き飛ばし、コンクリート塀に激突して被災したもの。


